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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

まいの中にあります。小田急線、東急世田谷線な
ど最寄駅にも近く、通学に適しています。

「しつけ教育」を重視。まじめに正しく真心を
持って行動する「誠意」、骨身を惜しまず、社会の
ために尽くす「勤労」、物事を広い目で見て正しく
判断する「見識」、強い精神と忍耐力を身につけ
る「気魄」を備えた人間の育成をめざしています。

行事は、移動教室、校外学習、体育祭、秋楓祭

（文化祭）、校内言道（弁論）大会、修学旅行、寒
稽古・武道大会など多彩です。夏休みには希望者
対象の語学研修をオーストラリアで実施します。
部活動は中学、高校とも盛んです。中学は、バ
スケットボール、柔道、剣道、サッカーなどの運
動部、吹奏楽、書道、美術など中・高合同の文化
部があります。高校は剣道、硬式野球、サッカー、
新体操、空手道、バスケットボール、バレーボー
ル、女子陸上競技（長距離）、バドミントン、チア
リーディング、硬式テニス、軟式野球、日本拳法、
卓球、水泳などの運動部があり、文化部は科学研
究会、生活研究、茶道、パソコンなどがあります。

心の教育

学校行事・部活動

〈URL〉中学	 https://jhs.kokushikan.ed.jp/
高校全日制普通科　https://hs.kokushikan.ed.jp/
高校定時制普通科　https://teiji.kokushikan.ed.jp/
　　　　大正 ６年（1917）、国士舘義塾として創立。
昭和23年（1948）、国士舘中学校・高等学校として
発足。平成 ６年（1994）から中学校と高等学校全
日制課程が男女共学に移行。同16年（2004）より
定時制課程も男女共学となりました。

国士舘は「活学」と「心学」を柱に据えた教育
を実践しながら、生徒の可能性を引き出し、「生
きる力」を育みます。創設者柴田德次郎は106年
前の創設時に、「活学」と称してPDCAを「読書・
体験・反省」と掲げました。現在まで受け継がれ
る新しくも伝統あるアクティブラーニングの実践
です。「活学」のねらいは「読書・体験・反省」
を通して物事を客観的に捉え、社会に貢献できる
よう必要な教養を育むことです。さらに「考える
力」「表現する力」に磨きをかける校内読書感想
文コンクールや、海外語学研修も活学の一環です。
「心学」とは、道徳心や正義感、思いやりの心
を備えた人材育成を目的とした心の教育です。「心
学」の一環として必修科目に武道（柔道・剣道）
を設定しています。武道を通して、礼節やたくま
しい精神力を身につけた国士舘生には、日々の挨
拶を欠かさない、明るく元気な生徒が多くいます。
また、中・高・大で一貫した防災教育を行ってい
ます。基礎知識を学習し、自ら考え、行動すると
いうアクティブラーニングが実践されています。
国士舘防災・救急救助総合研究所の講師により防

災の基礎知識に関する授業が行われています。

高等学校では全日制課程の「選抜クラス」・「進
学クラス」と、昼間定時制課程である「国士舘大
学進学クラス」の 3つのクラス構成で募集します。
「選抜クラス」は難関大学進学を目的としたカリ
キュラムを設置し、学習内容を深く掘り下げ、質
の高い授業で学力の向上を目指します。また、外
部模試や長期休暇中の講習を通して実践力を高め
ます。 2年次からは自己の適性により「文系Ⅰ類」
と「理系」に分かれます。「進学クラス」は基礎
学力の定着と様々な経験を通し、幅広い視野を養
います。 2年次からは自分の目的に合った 4つの
類型が選択でき、国士舘大学の内部推薦をはじめ、
他大学の多種多様な学部・学科の進路実現を目指
せます。「国士舘大学進学クラス」は国士舘大学
への進学に特化したカリキュラムです。少人数制
を利用し、国士舘大学への内部推薦基準に見合っ
た学力を身につけます。基準を満たした生徒全員
が内部推薦の受験資格を獲得できます。
月曜〜金曜は20時30分まで、土曜は18時まで

K-Improve（ケイ・インプルーブ）という学習シ
ステムを中学から高等学校全学年で利用できます。
常にチューターが在室し、生徒に個人面接を実施
しながら学習目標と学習計画を立てさせ、PDCA
サイクルで自学自習の支援を行っています。

世田谷区のほぼ中央に位置し、世田谷区役所に
隣接しています。周囲には公共施設や、西に松陰
神社、東に豪徳寺があり、緑の多い静かなたたず

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

国士舘の環境
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中学校・高等学校
〒154 – 8553　東京都世田谷区若林4 – 32 – 1　☎03 – 5481 – 3131　学校長　渡邉　隆

■2025年度入試日程
　　　　　※ 1〜 ３回は学業優秀奨学生入試含む
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
1 回※� ３0 1/10〜1/31 2/1 2/1 2/5
2 回※� 15 1/10〜2/1 2/2 2/2 2/6
3 回※� 15 1/10〜2/1 2/2午後 2/2 2/6
４ 回� 10 1/10〜1/31 2/4 2/4 2/8
5 回� 10 1/10〜2/3 2/4午後 2/4 2/8
6 回� 若干 1/10〜2/4 2/5 2/5 2/9

　　　　　　国士舘大学進学クラス（定時制）は推薦・一般各43
募集人員 出願期間 試験日 発表日手続締切日

推薦　選抜30進学100 1/15〜1/18 1/22 1/22 1/25
一般　　 1/25〜2/5 2/10または

2/11　 2/12 2/15※併願優遇　
選抜30進学100

※併願者は併願校の最終合格発表翌日（二次募集含まず）
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　 1 ・ ２ ・ 3 ・ ５ ・ ６ 回：国算 2科
４ 回：自己PR（プレゼン型・１０分）
〈配点・時間〉国・算＝各100点45分
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：適性検査（国数英計100点60分）、面接
【推薦基準】内申：選抜クラス〔（　）内は国士舘
大学進学〕3科12（ ８ ）か 5科20（13）　検定によ
る加点あり（＋1まで。国士舘大学進学は検定 3級
以上で加点）　進学クラス 3科10か 5 科17か 9 科
31  英検・漢検その他による加点あり（＋ 3まで）
一般：国語、数学、英語【併願優遇の出願基準】
内申： 9科32（国士舘大学進学は 9科28）　検定
3級以上で加点あり（＋1まで）
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉推薦のみ生徒個人

■2024年春併設大学への進学
国士舘大学−139（政経28、経営18、法18、理工 9、
文10、体育34、21世紀アジア22）
学科試験が免除される内部推薦枠（2024年春卒業
生は189枠）があります。
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
294人 237人 0 人 13人 1 人 1 人 42人
■2024年度入試結果
　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

1 回� 40 88 66 46 1.4
2 回� 15 54 30 19 1.6
3 回� 15 38 27 14 1.9
4 回� 10 36 23 15 1.5
5 回� 若干 18 15 10 1.5

　　　　　　一般は併願優遇／一般
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦　　　130 197 197 197 1.0
一般　　　130 210/128190/123 190/82 1.0/1.5
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学校説明会　すべて要Web予約
★中学校　10/19* 11/17* 12/21　＊は小 6対象
過去問題解説会も実施　ナイト説明会 1/24 2/3
施設見学・個別相談　10/12 11/9 1/11
授業体験会　12/21　ランチ体験　10/12
★高等学校　9/28 10/19 11/16
個別相談会　9/14　9/21　10/5　10/12　10/19　
10/26　11/9　11/16　11/30　12/7
見学できる行事　（中学・高校）　要Web予約
秋楓祭（文化祭）　11/2・11/3
校内言道大会（中学のみ）　10/5
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